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地域の資源を活用した問題発見・解決型 

「木育」プログラムの開発 

 
研究代表者 広島大学大学院人間社会科学研究科 准教授 木村 彰孝 

Kimura Akitaka 

 

研究の要旨 

研究代表者は、一連の研究を通して木材・森林に関連する地域資源（もの・人材）を活用し、小学校4～

6年生を対象とした社会教育としての問題発見・解決型「木育」プログラムを開発し、普及させることを目

指している。そのうち、本研究では、木育の基礎的な内容と生活や社会の問題を発見し解決する視点を知

り、今後の生活に生かそうとする態度の育成を目的とした木育プログラム初級編を開発した。本プログラ

ムでは、木材・森林に「触れる」「創る」「知る」という木育のステップと問題発見・解決のプロセスを

取り入れた。また、テキスト教材には広島県の森林・木材と林業・製材業・木材加工業の内容を取り入れ

ることで、より身近に感じることができるようにした。 

 

１．はじめに 

森林は木材等の生産といった物質生産機能に

加え、地球環境保全や災害防止といった公益的機

能を有し、我々は日々の生活でその恩恵を受けて

いる。特に、人工林の多面的機能を人が享受し続

けるためには、育成と利用のサイクルを維持する

ことが必要不可欠である。一方、日本は国土面積

の 67%を森林が占め、現在、戦後に植林されたス

ギやヒノキなどで構成される人工林の約半数が

主伐期を迎えている。しかし、木材の輸入自由化

や変動相場制への移行などにより国産材の価格

は大きく下落し、それに伴い木材の自給率も

18.8%（H14）まで低下した。現在は回復傾向にあ

るもの 37.8%（R1）と低い水準となっている。そ

のため、森林を整備するための資金を回収できず、

人工林の手入れが放棄されることによる多面的

機能の低下が懸念されている。新たな植林も実施

できず、次世代への安定的な木材供給ができなく

なる恐れも危惧されている。つまり、日本の人工

林は育成と利用のサイクルを維持できていない

という大きな問題を抱えている。 

このような問題を解決するためには、国産材の

利用技術の開発と同時に、木材や森林に親しみ、

木材の良さや特徴を知り、人（社会・環境・経済

面）との関わりを主体的に考えること、さらに根

拠を持って木材を活用することで生活や社会が

抱える様々な問題を解決することのできる能力

や態度の育成とが不可欠と考える。このような能

力や態度を育成する教育活動として「木育」が挙

げられる。平成 18年 9月に閣議決定された森林・

林業基本計画 1）において、木育は「材料としての

木材の良さやその利用意義を学ぶ、木材利用に関

する教育活動」と明記された。その活動は、幼児

から高齢者までの幅広い対象に応じて「触れる」

「創る」「知る」の 3 つのステップで段階的に進

めることとされている 2）。近年、木育は産・学・

官・民の様々な団体により実践されており、研究

代表者らも、小学校の集団宿泊活動を生かした木

育プログラムの開発 3）や社会教育における官学民

連携による木育の実践 4）を行ってきた。しかし、

人材やノウハウの不足、学校においては時間の確

保や学習指導要領との関係などの様々な問題に

より、全国的な普及・展開には至っておらず、木

育に関する多様な学びの場の提供と人材の育成

が進んでいない現状にある。今後、木育を普及さ

せていくためには、地域の資源（もの・人材）を

発掘・活用し、地域の現状や課題に応じた木育プ

ログラムの開発と人材育成を含めた展開が必要

と考える。 

一方で、激しい社会の変化の中で子どもたちに

必要となる資質・能力として問題発見・解決能力

が挙げられている。木育の 3 つのステップ 2）のう

ち「創る」において問題解能力の育成に関する内

容が含まれている。しかし、問題発見・解決能力

の育成を主な内容とし、全体を系統的に取り扱っ

た木育プログラムは、調べた限りでは実践されて

いない。木育において問題発見・解決型のプログ

ラムを開発・実践することは、木育の更なる推進、

ひいては社会の変化に柔軟に対応し、学び続ける

態度を備えた青少年の育成に繋がると考える。 

以上のことから、研究代表者は、一連の研究を

通して木材・森林に関連する地域資源を活用し、

小学校 4～6 年生を対象とした社会教育としての

問題発見・解決型「木育」プログラムを開発し、

普及させることを目指している。そのうち、本研

究では、木育の基礎的な内容と生活や社会の問題

を発見し解決する視点を知り、今後の生活に生か

そうとする態度の育成を目的とした木育プログ
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ラム初級編を開発したので報告する。 

 

２．木育プログラム初級編の作成 

今回開発した問題発見・解決型「木育」プログ

ラムでは、表 1 に示す木育のステップと問題発

見・解決のプロセスを網羅的に取り入れることと

した。また、初級編は広島県内の小学校 4～6 年

生を対象とし、3～4人のグループで活動すること

を想定し、作成した。 

初級編のプログラムを作成するにあたり、はじ

めに初級編の問題発見・解決型「木育」プログラ

ムに適した製作題材の検討を行った。製作題材は、

①問題発見・解決の内容を理解しやすい、②身近

な製品であり、木材の特徴を多く生かすことがで

きる、③製作工程がシンプルであり、様々な木工

具を体験できる、の 3 つの基準を踏まえ、「箸」

を選定した。次に、プログラムの目標を「箸作り

の体験を通して、森林と木材に関する内容を知

る・気づく、また関連する知識・技術と問題発見・

解決の視点を今後の生活に生かそうとする態度

を養う」、活動のテーマを「「はし」から見える木

の世界」とし、具体的な内容を検討した。 

作成した木育プログラム初級編と木育のステ

ップ・問題解決のプロセスの対応を表 2 に示す。 

はじめに、導入として箸の特徴と文化に触れ・

知る活動を取り入れ、自身の生活との関わりにつ

いて理解させた。その後、活動の目標（課題）「自

分の食生活にあった安全で使いやすい「木のはし」

をデザインし、作ろう!」を提示した。 

次に、解決策を構築するために必要な森林・木

材に関する知識を得る活動を取り入れた。ここで

は、広島に関係のある針葉樹としてヒノキ、ネズ

ミサシ、広葉樹のうち代表的な樹種としてケヤキ、

様々な道具に多く使用され、密度の高いシラカシ

の計 4種類を箸の材料として取り上げた。森林に

ついては、機能と種類、広島の森林面積、人工林

のサイクルについて、木材については箸に関わる

性質に限定して取り扱った。 

次に、ここまでの活動で得られた知識を基に、

箸を設計し、製作する活動を取り入れた。設計で

は、課題を解決するための視点と流れ、材料・形

状・加工方法の制約条件を示した。その上で、ま

ず個人でデザインを考え、グループ内で発表した

後、再検討を行うことでデザインを決定する流れ

とした。製作では、けがく・切る・けずる・仕上

げるの工程毎に工具の安全な正しい使用方法を

確認しながら進めることとした。 

最後に、問題解決の過程や結果の評価と改良・

応用、全体の振り返りの活動を取り入れた。評価

では、活動の目標と対応した評価項目である安全

性、使いやすさに加え、耐久性の評価項目を設定

し、良いところと改良点を考えさせることとした。

活動の目標として挙げられていない項目を設定

することで、より良くするための方法を考える場

を設定すること、身のまわりの製品は多面的な視

点から評価し、改善を繰り返すことで、より良い

ものとなっていることに触れることが可能とな

ると考えた。全体の振り返りでは、今回の活動で

身に付けた木育および問題発見・解決の内容と今

後の生活を結びつける内容とした。 

 
表 1 木育のステップと問題解決のプロセスの内容 

 
 

表 2 初級編の内容と 

木育のステップ・問題解決のプロセスとの対応 

 
 

ステップ① 　木製品などに触れることで木の良さを直感

[触れる] 的に，体感的に理解する。

　材料としての木材の特徴を実感し，正しい

木材の使い方や木材の良さを理解する。

　構想から設計，製作，評価に至る「ものづ

くり」の過程において，自ら試行錯誤を繰り

返し，問題を解決していく能力を養う。

　木材に関連する知識のほか、適切に管理さ

れた木材利用は森林の管理や環境の改善に

貢献しいていることを学ぶ。

⑥ 問題解決の過程や結果を新たな問題に応用する力

⑤ 成果（結果とその過程）を評価し、改善する力

④ 具体的に解決する力（解決策を計画的に実行する力）

　  識・技能の習得を含む）

ステップ②
「創る」

ステップ③
「知る」

木育のステップ

問題発見・解決のプロセス

①問題を発見する力（洞察力）

② 様々な問題の中から課題を設定する力

③ 課題の解決策を構築する力（解決するために必要な知

木育の 問題解決の

ステップ プロセス

箸の特徴

箸の文化

活動の目標

森林の種類と機能

広島の森林

人工林のサイクル

林業の仕事

木材の構造

木材の特徴

今回、箸の製作に
使用する木材の種類

製材業の仕事

課題解決の視点と流れ

制約条件

設計

製作工程

工具の安全な
正しい使用方法

木材加工業の仕事

30
分

⑥

②

③

30
分

②
安全性・使いやすさ
・耐久性の評価と

改良点の検討

6．自分が作った
「はし」をより

良くしよう

7．今回の活動を
ふり返ろう

今後の生活
との関わり

80
分

5．デザインした
「はし」を作ろう

④

①

①③

①②③

⑤

③

項目 主な内容
時
間

50
分

③②

40
分

4．「はし」のデザイン
を考えよう

1．いろいろな
「はし」

①②

50
分

2．木材のふるさと
－森林－

①③

40
分

3．木材のひみつ
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３．教材の作成 

木育プログラム初級編の実施に必要な教材と

してテキストなどを作成・準備した。テキストは

各項目 2 ページ、B5×12ページ（本文のみ）の構

成とした。地域の資源の活用として、前述の森林

の面積と材料に加え、広島県内において林業・製

材業・木材加工業に携わる方に取材を行い、仕事

の内容と森林・木材と自身の仕事に対する思いを

掲載した。本内容を活動内で取り上げることで、

森林・木材の現状を身近なものとして捉えること

が可能となると考えた。作成したテキストを図 1

～6に示す。 

導入において、使いやすい箸の特徴を体験的に

知る活動として玉運びゲームを取り入れた。材料

の異なる既製品の箸と長さ・太さの異なる木製丸

棒を各 3 種類用い、30 秒間で木の玉を移動させ、

その数を記録させた。その後、材料や形・大きさ

による使いやすさの違いについて考えさせた。ま

た、人工林のサイクルについて、テキスト中に図

示したことに加え、森林と人の関係の視点から私

たちにできることを考えさせる場面を設けた。 

テキスト内で使用する教材として、市販されて

いる様々な形・材質の箸と形の異なる 3種類の木

の丸棒（箸の特徴を知る）、木材（ヒノキ）・金属

（アルミニウム）・プラスチック（アクリル樹脂）

の特徴（重さ、熱の伝わり、吸湿）を比較するキ

ット、木材の組織構造の観察キット、木材の強度

の異方性を体験するキット、4 樹種の箸の材料、

工具（鋼尺、両刃のこぎり、平かんな、削り台、

紙やすりなど）などを準備した。 

 

４．実践による評価 

チラシの配布や HP への告知の掲載により募集

し、応募した広島県内小学校 4、5 年生 9 人を対

象に実践を行った。場所は広島市植物公園、日時

は 2020年 8月 8日と 9月 19 日の 9:00～16:20と

した。各日の指導は研究代表者 1名で行い、大学

生・大学院生 2名が補助した。広島市植物公園で

実施することを生かした活動として、箸の材料と

して使用する樹木を直接観察・触れること、さら

に植物公園のスタッフが各樹木の前でその特徴

を解説する活動を取り入れた。本活動は、森林・

樹木と木材・材料の繋がりを意識させ、箸の木材

に対する興味を高め、理解を深めることを意図し

た。なお、コロナウイルス感染予防の対策として、

3～4 人のグループで活動することを想定してい

たものを、個人による活動とした。実践の様子を

図 7～12 に示す。 

 評価には、事前・事後アンケート、テキストの

記入内容、製作品、実践中の観察を用いた。 

図 1 初級編テキスト「1．いろいろな「はし」」 



マツダ財団　研究報告書（Vol.33.2021）－  13  －

18SK-18 
 

 

図 2 初級編テキスト「2．木材のふるさと－森林－」 

図 3 初級編テキスト「3．木材のひみつ」 
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図 4 初級編テキスト「4．「はし」のデザインを考えよう」 

図 5 初級編テキスト「5. デザインした「はし」を作ろう」 
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図 7 実践の様子「1.いろいろな「はし」、箸の観察」 

 

 
図 8 実践の様子「1.いろいろな「はし」、玉運びゲーム」 

 

 
図 9 実践の様子「2.木材のふるさと－森林－、樹木の観察」 

 

 
図 10 実践の様子「3.木材のひみつ、重さの違い」 

 

図 6 初級編テキスト「6．自分が作った「はし」をより良くしよう」「7．今回の活動をふり返ろう」 
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図 11 実践の様子「4.「はし」のデザインを考えよう」 

 

 
図 12 実践の様子「5. デザインした「はし」を作ろう、平か

んなによる切削」 
 

 事後アンケートにおける各項目および活動全

体の難易度の回答を表 3に示す。平均値は「ちょ

うどよい」前後の難易度であったものの、各回答

者の評価は「難しい側」と「簡単側」に分かれる

結果となった。テキストへ適切に記入できていな

いものも見られたことから、分かりやすく、内容

の理解が深まるようにプログラムまたはテキス

トの改善が必要と考える。 

 
表 3 事後アンケートにおける各項目および活動全体の難易度

の回答 

 
 

 事前・事後アンケートにおける「プラスチッ

ク・金ぞく・木材で作った 3種類のペンケース（筆

箱）があったとします。あなたは、どれを使いた

いですか？」の選択とその理由（自由記述）を表

4 に示す。活動に参加することで木材を選択する

人が増加した。また、選択理由について事前より

事後の方が 3種類の材料の特徴を踏まえた上で選

択している様子が伺えた。事前・事後アンケート

における森林と木材に関する意欲(設問 1～6)の

回答を表 5に示す。事前の段階で高い意欲を示し、

活動によりさらに高まる結果となった。 

 
表 4 事前・事後アンケートにおける自分が使いたいペンケー

スの選択とその理由 

 
 
表 5 事前・事後アンケートにおける森林と木材、問題解決に

関する意欲の回答 

 
 

 「木（事前）および人工林の木（事後）を切っ

て使うことはいいことだと思いますか？」の回答

を表 6に示す。事前と事後で聞き方が異なるため

直接比較はできないものの、「どちらともいえな

い」の回答が減少し、思う側の回答が増加した半 

 
表 6 事前・事後アンケートにおける「木（事前）および人工

林の木（事後）を切って使うことはいいことだと思いますか？」

の回答 

 

難し
かった
（0点）

少し
難しかった

（1点）

ちょうど
いい

（2点）

少し簡単
だった
（3点）

簡単
だった
（4点）

活動全体 1 3 3 0 2 1.9 0.4

1 2 0 2 2 2 2.3 0.5

2 1 1 4 2 1 2.1 0.4

3 0 4 2 1 2 2.1 0.4

4 0 4 4 0 1 1.8 0.3

5 1 4 1 0 2 1.8 0.5

6 2 2 2 1 2 1.9 0.5

7 1 4 3 0 1 1.6 0.4

項目

各選択肢の回答人数

mean S.E.

回答
人数

理由
回答
人数

理由

プラス
チック

3
・プラスチックのほうが丈夫で
いいから
・なし（3人）

0 －

金属 2
・サラサラして、硬くて、かっこ
いいから
・金色だから

1
・サラサラして、硬くて、かっこ
いいから

木材 2

・プラスチックは壊れそうだし
金属は落とした時うるさそう
・プラスチックと金属はあまり環
境によくないと思うから

5

・濡れても水が出ていくから
・匂いがあるものだったら面白
そうだから
・自然で、木のぬくもりが感じ
られる
・匂いが好きだから
・なし

わから
ない

2
・３つの筆箱の素材が自分に
とって使いにくいから
・なし

3

・僕は布とかそういうのがいい
と思う
・どれも自分にとって使いにく
いから
・分からないから

選択肢
事前 事後

mean S.E. mean S.E.

（1）森林について知りたい 2.1 0.2 2.2 0.1

（2）森林の仕事について知りたい 1.7 0.3 2.1 0.2

（3）木材について知りたい 2.1 0.2 2.3 0.2

（4）木材の仕事について知りたい 1.7 0.2 2.0 0.3

（5）木で作られたものを生活の中で使いたい 2.4 0.2 2.7 0.2

（6）木を使ってものを作りたい 2.8 0.1 2.8 0.1

（7）生活の中で感じている使いづらさや不便を
　　  自分で解決してみたい（良くしたい）

1.9 0.2 2.2 0.1

事後事前

設問

注）各設問について4段階で回答させ、点数化（思う：3点、少し思う：2点、あま
り思わない：1点、思わない：0点）

事前 事後

思う 4 3 4

少し思う 3 1 2

どちらともいえない 2 4 1

あまり思わない 1 0 2

思わない 0 1 0

2.6 2.9

0.4 0.4

mean

S.E.

回答人数
点数評価軸
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面、思わない側の回答も増加する結果となった。

また、事後において思う側に回答した参加者の選

択理由（自由記述）について、人工林のサイクル

に関連する記述は 6人中 3人であった。 

 以上に加え、テキストの内容等を総合的に検討

した結果、本活動で扱った人工林のサイクルに関

する内容以外の木育に関する知識・技術の理解と

今後に生かそうとする態度の育成という目標は

概ね達成できたと考える。一方で、森林と人の関

係、人工林のサイクルを維持することの必要性を

正しく理解できていないことが示唆された。この

内容については、実体験を伴う形でのプログラム

構成は難しいことから、テキストなどの教材を工

夫することで理解度を高めていく必要があると

考える。 

 事前・事後アンケートにおける「「自分が作っ

たふみ台がグラグラゆれてこわれそう。使う子ど

もたちがケガをするかもしれない。」という問題

が起こったとします。あなたはどうしますか？」

の回答を表 7に示す。事前・事後の共に問題を解

決しないに関連する選択肢を選択した参加者は

無かった。また、事後では自分で全体あるいは一

部を改良することで修理するに関連する選択肢

を選択した参加者が増加した。本プログラムで扱

った製作題材および内容が自分で問題を解決す

る内容であったことが影響したと考える。また、

表 5に示した事前・事後アンケートにおける問題

解決に関する意欲(設問 7)について、事前の段階

で高い意欲を示し、活動によりさらに高まる結果

となった。加えて、テキスト「7.今回の活動をふ

り返ろう」の問題解決に関する記述「自分で解決

したい身のまわりの問題を書いてみよう」におい

て、「収納が少ない」「たためる木の椅子を作る」

などの記述が見られた。以上に加え、実践中の観

察等を総合的に検討した結果、生活の中で起こり

得る問題に対して本活動で取り上げた問題発

見・解決の視点を今後に生かそうとする態度が芽

生えたのではと考える。 

 
表 7 事前・事後アンケートにおける「「自分が作ったふみ台

がグラグラゆれてこわれそう。使う子どもたちがケガをする

かもしれない。」という問題が起こったとします。あなたはど

うしますか？」の回答 

 
 

 

5．テキストの改良 

 実践により得られた問題点を踏まえ、より分か

りやすく、内容の理解が深まるようにテキストを

改良した。その結果、改良版のテキストは A4×19

ページ（本文のみ）の構成となった。特に、「2.

木材のふるさと－森林－」において、人工林のサ

イクルに対する理解度を高めるための工夫とし

て、問い「木を切ることは森林にとってよくない

ことかな？」と人工林の視点から見た答えと解説

を記載した。また、「6.自分が作った「はし」を

より良くしよう」において、評価項目「デザイン

通りに作ることができた？」を加えた。製作品の

評価を追加し、多面的な視点から評価することで、

技術的なものづくりの視点、問題発見・解決能力

の育成に繋げることを意図した。改良版のテキス

トを図 13～22に示す。 

 

6．まとめ 

 広島県内の地域の資源を活用した問題発見・解

決型「木育」プログラムの初級編「「はし」から

見える木の世界」を開発した。作成したプログラ

ムを実践し、目標の達成度を検証した結果、プロ

グラムの目標である「箸作りの体験を通して、森

林と木材に関する内容を知る・気づく、また関連

する知識・技術と問題発見・解決の視点を今後の

生活に生かそうとする態度を養う」のうち、「森

林と人の関係、人工林のサイクルを維持すること

の必要性」以外については、概ね達成するプログ

ラムを作成することができた。実践で明らかとな

った問題点に加え、より分かりやすく、内容の理

解が深まるプログラムとするため、テキストの改

善を行った。今後は、まず改善版の木育プログラ

ム初級編を実践し、改善前に挙げられた問題点を

中心に検証を行いたい。加えて、プログラムの普

及と人材育成を進めるために、指導者用ガイドブ

ックを作成し、広島県内の団体と連携したプログ

ラムの実施や講習会の開催に取り組んでいきた

い。 

 

謝辞 

本研究を実施するにあたり、細田林業株式会社

の細田宗嗣様、株式会社フォレストワンの熊川智

也様、有限会社一場木工所の寺河未帆様、広島市

植物公園の久保晴盛様、NPO 法人ほしはら山のが

っこう様、木育普及委員会様、広島大学大学院教

育学研究科博士課程前期 2年の蒋茜莱さんにご協

力頂いた。感謝の意を表す。 

 

 

 

 

事前 事後

そのまま使う 0 0

新しいふみ台を買う 1 0

家具屋さんなどのプロに直してもらう 2 0

同じふみ台をもう１度自分で作る 0 1

一部 グラグラしないように自分で直す 2 2

全体
グラグラしないように形を変えて、

もう１度自分で作る
4 6

改良
する

分類 選択肢
回答者数

問題を解決しない

問題を
解決する

自分で修理しない

自分で
修理する

改良しない
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図 13 初級編テキスト改良版「1．いろいろな「はし」」 

図 14 初級編テキスト改良版「2．木材のふるさと－森林－」 
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図 15 初級編テキスト改良版「3．木材のひみつ」前半ページ 

図 16 初級編テキスト改良版「3．木材のひみつ」後半ページ 
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図 17 初級編テキスト改良版「4．「はし」のデザインを考えよう」前半ページ 

図 18 初級編テキスト改良版「4．「はし」のデザインを考えよう」後半ページ 
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図 19 初級編テキスト改良版「5．デザインした「はし」を作ろう」前半ページ 

図 20 初級編テキスト改良版「5．デザインした「はし」を作ろう」後半ページ 
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図 22 初級編テキスト改良「7．今回の活動をふり返ろう」 

図 21 初級編テキスト改良版「6．自分が作った「はし」をより良くしよう」 


